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多くのダムでは一般の方向けに一覧表形式のダム諸量をリアルタイムで情報発信している。荒

川ダム総合管理所では、洪水時や渇水時の「ダムの働き」をわかりやすく表現するために、2014

年度から、「ダム操作状況」として、ホームページで情報発信を開始した。しかし、手作業で作

成・更新を行っていたため、更新頻度、更新時間及び作業に要する手間など課題が多く、職員の

負担になっていた。そのため、2017 年度に「ダム操作状況の情報発信システム」を構築し、運

用を開始した。 
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1. はじめに 

 

 荒川ダム総合管理所は荒川の上流に位置する浦山

ダム（荒川水系浦山川）及び滝沢ダム（荒川水系中

津川）を管理している。両ダムは、洪水の調節、既

得取水の安定化及び河川環境の保全、水道用水、発

電の 4 つの目的を有した多目的ダムとして埼玉県秩

父市に建設された。両ダム共に重力式コンクリート

ダムで、総貯水容量は合わせて 1億 2千万ｍ3の容量

を有しており、荒川の貴重な水源となっている。 

近年、社会情勢の変化に伴って、洪水時や渇水時

におけるダムの効果を一般の方へ情報発信する事が 
 
 

 
 

図-1 ダム操作状況（PDF 資料） 

重要とされるようになった。そのため、従来から発

信していたダム諸量データの一覧表形式だけではな

く、2014 年度からはダムの操作状況がわかりやすい

ように作成した PDF 資料（図-1）の情報発信を開始

した。しかし、PDF 資料は職員が作成し、ホームペ

ージへアップロードしていたため、情報発信に要す

る作業時間が増加した。洪水時には、ダムの操作や

流入予測など本来のダム管理の業務を適切に実施し

ながら、さらに情報発信に時間を費やす状況であっ

た。 

 

2. ダム操作状況の情報発信システムの概要 

 

(1) システムの構成 

 ダム操作状況の情報発信システム（以下、「本シス

テム」という）の構成を図-2に示す。浦山ダム及び

滝沢ダムのダム管理用制御処理設備から情報公開装

置に各種データを集約している。情報公開装置から

インターネットサービスプロバイダへ更新データを

送信し情報公開用のホームページを作成しており、

一般利用者はパソコンやスマートフォンなどから、

このホームページを閲覧することができる。セキュ

リティにも考慮し、ネットワークの接続箇所にセキ

ュリティ装置を設置することやインターネットサー

ビスプロバイダを利用して情報を提供することによ

り内部ネットワークに侵入されないように対策を講

じている。 

 

(2) システム構築の概要 

 既設機器（図-2に示す太線の機器）の更新に合わ
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せて、課題となっていたダム操作状況を自動で更新

できるように、本システムを構築した。また、荒川

ダム総合管理所ホームページのトップページで提供

している貯水池の情報提供の自動更新機能の追加や

一覧表形式のダム諸量提供画面の見直しを行い情報

提供の充実を図った。さらに、データの更新停止や

修正を行えるように、メンテナンス機能を追加する

ことにより、点検時や機器の故障時などに誤ったデ

ータを配信しないように対策を講じた。 

システム構築に関連したホームページは次のとお

りである。 

・リアルタイムダム操作状況（図-3：QR コード） 

https://www.water.go.jp/kanto/arakawa/unyou/ 

・ 荒川ダム総合管理所ホームページ 

https://www.water.go.jp/kanto/arakawa/ 

 

3. リアルタイム情報発信の内容 

 

(1) ダム操作状況 

 システム構築前は、職員が資料（図-1）を作成し

てホームページにアップロードしていた。正時デー

タの情報収集から、資料作成、PDF 変換、ホームペ

ージ修正及びアップロード作業まで、30 分程度は要

していた。 
 

 

 
 

図-2 システム構成図 
 

 
 

図-3 QR コード 

システム構築後は、毎正時のデータを利用して自

動的に情報が更新されるため、リアルタイムに情報

発信が可能となった。通常時（図-4）、洪水時（図-5）

は表示項目や色を変えて、視覚的に「ダムの働き」

の違いを表現している。通常時と洪水時の切替は手

動選択となっているが、ホームページの編集知識は

必要なく、操作は簡単である。 

 利用者に「ダムの働き」を伝えるための説明欄は、

準備した定型文（図-6）を自動又は手動で切り替え

ている。定型文だけでは説明が不足する場合は任意

の文章を表示することも可能である。 

 

 

 
 

図-4 ダム操作状況（通常時：滝沢ダム） 
 

 

 
 

図-5 ダム操作状況（洪水時：浦山ダム） 
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本システムを構築する際に工夫した点は次のとお

りである。 

・ 24 時間前の貯水位との比較（図-4,図-5） 

 ・ コメント欄を設置（図-4,図-5） 

 ・ 任意の文章を表示可能（図-6） 

本システムでは、「ダムの働き」を数値化して新し

い情報を追加した。「24 時間前の水位と比較して○

○ｃｍ上昇（又は下降）」と 1日の貯水位の変化量を

表示することで、「ダムの働き」が伝わるように工夫

した。今後、24 時間前の貯水位との比較が洪水時や

渇水時にダムの効果（インフラストック効果）を表

現する 1つの数値として定着することを期待する。 

 

(2) トップページの貯水池の情報更新 

 荒川ダム総合管理所ホームページ（図-7）ではト

ップページにダム諸量を表示し、ホームページに訪

問した方に貯水池の情報を提供している。システム

更新前は職員が平日の朝にホームページの修正作業

を実施していたが、貯水位、貯水量、貯水率及びラ

イブ画像を自動で更新する仕組みを構築することに 

 

 

 
 

図-6 ダム操作状況（定型文選択メニュー） 

 

 
 

図-7 ホームページのトップ画面 

 

より、職員の作業を廃止し、休日も 新データに更

新されるため、情報発信の充実を図ることが出来た。 

 

(3) 一覧表形式のダム諸量画面の見直し 

一覧表形式のダム諸量画面は、従前より運用してい

た画面を基本に構成した（図-8）。用語の修正など基

本的な見直しの他に、新たに「貯水池のライブ画像（図

-9）」と「お知らせ」のページを追加した。 

貯水池のライブ画像をダム情報の１つとして考え、

ダム諸量と一緒に提供出来るように構築した。貯水

池のライブ画像はカメラが定期的にインターネット

プロバイダへアップロードしている。ホームページ

（トップページ）や貯水池のライブ画像を活用し、

複数のシステムを組み合わせて表示することで、閲

覧者が利用しやすいように工夫した。 
お知らせ欄は、提供データに関する内容を周知する

ために新たに設置した。設備の点検時には配信停止の

お知らせを掲示する。機器の故障などにより異常値が

配信された場合は、データの修正履歴を掲示すること

を想定している。 

 

 

 
 

図-8 ダム情報提供画面（現況） 

 

 
 

図-9 ダム情報提供画面（ライブ画像） 
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4. 利用者拡大の取り組み 

  
本システムにより情報発信の仕組みを構築し、運

用を開始したが、より多くの方にアクセスして戴き

情報発信の効果を発揮するために、情報発信を行っ

ていることを知ってもらうための取り組みを実施し

た。取り組み内容としては、SNS や案内チラシの作

成及び配布を実施して「リアルタイムダム操作状況」

をアピールした。案内チラシでは、情報提供画面の

解説を加え、スマートフォンからアクセスしやすい

ように QR コードを配置した。案内チラシの配布は、

浦山ダム及び滝沢ダムだけでなく周辺自治体や道の

駅などで配布している。また、地元自治体には案内

チラシを持参し危機管理担当者向けに説明を実施し

た。今後は、関係機関及び一般利用者を問わず閲覧

者を増やして、洪水時や渇水時にはより多くの方に

ダムの状況を伝えられるように、システム構築だけ

で満足することなく、「リアルタイムダム操作状況」

の広報を継続し、多くの方が利用できるように努め

ていく必要がある。 

 

 

 
 

図-10 ダム操作状況設定画面 

 

 

 
 

図-11 アクセス数の推移 

5. システム構築の効果 

 

今回のシステム構築により、ダムを管理する立場

での効果を次のとおり考察する。 
・情報発信の時間短縮（リアルタイム情報発信） 

・作業時間の縮減（10 時間／月 以上） 

・防災業務の負担軽減（防災力向上） 

・インフラストック効果の情報発信 

・公表データの誤配信対策の充実 

 以上のことから、日頃の作業をシステム化すること

により、職員の作業時間縮減及び情報提供の充実を図

ることができた。ホームページの専門知識が無くても

作業出来る設定画面（図-10）や文章表現の拡張は、

実際に運用して利便性を確認している。また、洪水時

にはダムの操作、情報通知、巡視、流入予測等の業務

が多い中で、情報発信へ費やす手間を大幅に縮減でき

たことで、防災力の向上に寄与している。 

 また、インフラストック効果の情報発信としては、

アクセス数（図-11）から利用者が増加していること 

を確認している。2017 年度の荒川水系渇水後の 8 月

から本システムの運用を開始し、2018 年度から案内

チラシを配布した。本システムの運用後は大きな洪水

や渇水がない状況であったが、2018 年度洪水期はア

クセス数が大幅に増加している。結果として、案内チ

ラシの効果が大きいと推測する。 

 

6. おわりに 

  

情報の伝え方は、時代にあわせた手段や表現を取り

入れて行く必要がある。昨今の異常洪水による被害を

踏まえて、ダムの操作に関する情報を住民へ理解しや

すく伝達することが重要視され、国の取り組みとして

「洪水時のダムの貯水池の状況を伝えるための手段

の充実」１）が提言された。具体的内容は「ダム下流

の住民に、ダム貯水池の水位や流入量等の状況を、上

昇中であるか下降中であるかといった変化傾向も含

め、わかりやすく提供するためのウェブサイト等の活

用も含めた手段の充実を行うこと。」１）と示されてお

り、本システムの内容は、提言に対応したものとなっ

ている。今後の課題としては、水系又は水資源機構で

統一した表現やサイトで情報提供した方が、より利用

者に伝わりやすいと考える。そのためには、運用した

実績から問題点、改善点を抽出して、統一的なシステ

ム構成や表現内容を検討する必要がある。 

今後の異常洪水時に備え、被害低減の一助となるよ

う、本システムのさらなる向上をはじめ、洪水時や渇

水時におけるダムの操作状況を伝えるための工夫に

努めていく。 
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